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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 この研究はアーティストやクリエイタがデジタルファブリケーションと創造的なコーディ

ングを用いてプロジェクションマッピングによる創造的な表現の実験ができるような、新しい

表現ツールを提案するものである。 

 本研究の目的は、クリエイタやアーティストがプロジェクションマッピングを使った作品の

表現のために、自らデジタルファブリケーションツールを使って表現デバイスを作り、創造的

なアイデアや新しい考え方を発想しやすく支援することにある。表現デバイスをファブリケー

ションで制作することがクリエーションを支援するという主張に基づいて構成されている。研

究の方法としては、ゲーム、ビデオ、デジタルインタラクティブコンテンツなどを表現するメ

ディアデバイスとして、デジタルファブリケーションにより、既存のメディアにかわる新たな

メディアデバイスを制作している。制作事例としては多面体スクリーンを用いたゲーム用の複

合現実感プラットフォームとモジュラーレーザーポインターデバイスで作成された投影シス

テムとアーティストとのコラボレーションをあげている。コンセプト、技術、プロトタイプ、

ユーザ評価を述べ、結論として創造的なアイデアや新しい考え方を発想しやすく支援すること

の有効性と課題を示している。 

 論文は全 7章で構成されている。 

 第 1章は序章であり、研究の背景として共同作業、オープンデザイン、ソフトウェアの開発

によりハードウェアを身近にすること、プロジェクションマッピング表現の現状、研究の目的

などを述べている。本研究の目的はアーティスト、デザイナー、コンテンツクリエータがプロ

ジェクションマッピングによる表現を支援し、自ら拡張できるようなツールのデザインにある。 

 第 2章はデザインのフレームワークについて述べている。ガイドライン、コンセプト、プロ

ジェクションマッピングによる表現の支援、錯視の利用、VR、ミックスドリアリティ、ハード

ウェア要素、ソフトウェア要素などの要素について述べている。 

 第 3章は多面体スクリーンを使ったゲーム表現の提案について述べている。投影面がダイナ

ミックに変化する多面体の立体スクリーンに応じてゲームキャラクタの動作を変化させる技

術と表現の特徴や可能性について記述している。 

 第 4章は蓄光スクリーンに投影するマルチレーザーアレイについて技術要素と表現要素につ

いて述べている。レーザーポインタデバイスアレイは全くゼロからの手作りである。３D プリ



ンタを用いてトライアンドエラーで改良を加えながらプロトタイプを制作している。アーティ

ストやクリエイタが作品の表現のために自分で共有データを用いて制作できるような配慮を

加えている。 

 第 5章はパフォーマアーティストとのコラボレーションについて述べている。プロジェクシ

ョンマッピングツールがパフォーマの表現の意図や演出技法について表現を支援できるよう

にする方法について事例を述べている。 

 第 6章は以上のプロジェクトの結果について考察をまとめている。 

 第 7章は結論とフューチャーワークを述べている。本研究の結論では、アーティスト・クリ

エータが独自性の強い表現を目指して自らデジタルファブリケーションと創造的なコーディ

ングを用いてツールを制作することの可能性を強調している。作り方や作本事例をコミュニテ

ィで共有し、アーティストやクリエイタが表現ツールを制作し、制作したプロジェクションマ

ッピングツールを用いて創造的な表現を一層拡張ができることを示している。フューチャーワ

ークではこれまで制作したプロジェクションマッピングツールを整理して、オープンデザイン

のサイトに公開し、アーティスト・クリエータに制作、改良してもらい評価を得たいとしてい

る。 

 論文審査の結果として、本論文は博士（芸術工学）の学位に値する。 

 

 


